
BIM図⾯審査
確認申請⽤CDE説明会

令和7年11⽉27⽇（⽊）
14:00〜15:00

【ご質問について】
主な質疑と回答については、追って後⽇ICBAサイトにて公開する予定です。
ご質問があれば、以下の⼿段にてお願いします。
1.説明会中におけるZoomのQ＆Aから
2.説明会終了後のアンケートから︓ご質問をお受けする項⽬を準備しております。

※なお、説明会時間内におけるリアルタイムな回答はいたしかねます。あらかじめご了承願います。

タイムテーブル

14︓00〜 ︓国⼟交通省ご挨拶

14︓15〜 ︓BIM図⾯審査制度・CDEのご説明

本⽇はご参加ありがとうございます。セミナー開始まで少々お待ちください。



2質問は随時チャットにて受付中

はじめに︓タイムテーブルとご留意事項

14:00〜14:15 ︓国⼟交通省ご挨拶

14:15〜15:00 ︓BIM図⾯審査制度・CDEのご説明

【ご質問について】

主な質疑と回答については、後⽇ICBAサイトにて公開する予定です 。ご質問があれば、以下の⼿段にてお願いします。

●説明会中におけるZoomのQ＆Aから

●説明会終了後のアンケートから︓ご質問をお受けする項⽬を準備しております。

※なお、説明会時間内におけるリアルタイムな回答はいたしかねます。あらかじめご了承願います。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

BIM図⾯審査 確認申請⽤CDE説明会
2025/11/27
⼀般財団法⼈建築⾏政情報センター



4質問は随時チャットにて受付中

アジェンダ

1. 振り返り｜BIM活⽤の将来像とBIM図⾯審査の位置づけ、制度・CDE概要
2. 制度開始に向けた各⽅⾯の準備状況
3. 申請者、審査機関向けご提供サービスの内容・料⾦
4. 制度開始に向けた今後のお願い事項

8⽉の説明会では、審査機関様向けの料⾦体系（当時案）をご説明しました。
その後、皆様からいただいたご意⾒を踏まえ、料⾦体系を再検討いたしましたので、

本⽇改めてご説明いたします。
また、来年4⽉の制度開始に向けて、各⽅⾯で準備が進んでおります。
本⽇は、その状況と重要な変更点についても併せてご説明いたします。

本⽇のアジェンダ



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

振り返り｜
BIM活⽤の将来像とBIM図⾯審査の位置づけ、制度・CDE概要



6質問は随時チャットにて受付中

建築⾏政におけるBIMデータ活⽤までのステップ

 建築業界全体におけるデータ活⽤の推進に向けて、以下の3つの主要なステップを実⾏する。
 第1段階では、整合性の⾼い申請書類を作成し、それにより審査プロセスの⼀部を簡略化することを⽬指す。
 第2段階では、BIMデータを活⽤した新たな審査制度を設計し、建築確認申請の審査期間の短縮など、利⽤者にとっての利便性向上を図る。
 第3段階として、収集したBIMデータを基盤に、建築業界全体の効率化および⾼度化を実現する。

BIM活⽤の⽬指す姿

 2D図⾯審査と同等、あるいはそれよりも⼿間がかからない申請・審査
の実現

 審査⽀援機能実現のための審査データの標準化

BIM活⽤の
普及を後押し

 建築に関わるデータが正規化
 審査⽀援機能による審査期間の短縮と審査業務の効率化

（標準化された）
BIMデータの活⽤

建築業界全体の生産性の向上を
実現するため、設計・審査・施工・保守の各工程で

BIMデータの活用の普及

現在

2026年4月1日

2029年春

国⼟交通省資料より抜粋

国⼟交通省資料より抜粋

BIM図⾯審査制度は、BIMデータ活⽤に向けた
重要なステップです。

特に審査機関様には、この制度を⽀える主体として、
前向きなご協⼒をいただきたいと考えています。



7質問は随時チャットにて受付中

BIM図⾯審査・BIMデータ審査について

 BIM図⾯審査は、BIMデータより出⼒された図⾯を審査の対象にすることで、図⾯間の整合チェックを不要とする制度です。審査は図⾯の他に
同じBIMデータから出⼒されたIFCデータも参照され、構造の把握に役⽴てられます。

 また、2029年春より始まるBIMデータ審査では、IFCデータ⾃体が審査対象となり、さらなる審査の効率化が図られる⾒込みです。

BIMデータ

提出

提出

（ネイティブデータ）

︓審査対象範囲︓CDE上での提出範囲※ IFC：BIMの共通ファイルフォーマット

BIM図⾯審査

開始

2026年4⽉1⽇
（予定）

順次拡⼤
2027年度〜

IFCデータを活⽤した
審査対象を順次拡⼤

将来像

BIMデータ審査

BIMデータ

提出

提出

審査対象
IFCデータによる審査対象以外

IFC※データ

３D
＋属性

情報

２D

審査対象
従来と同様の申請図書

IFC※データ
３D 

ビューア

●●●

審査対象
審査対象外

（参考扱い）

２D

審査に必要な情報
が⾃動表⽰

2029年春

（ネイティブデータ）

PDF形式の図書PDF形式の図書

開始

本⽇
説明

＋

BIMデータから出⼒されたIFCデータとPDF形式の
図書の提出により、図⾯間の整合チェックが不要と
なり、審査期間の短縮に寄与

IFCデータを審査に活⽤し、審査に必要な情報が⾃
動表⽰されることにより、更なる審査の効率化（審
査期間の更なる短縮）に寄与

国⼟交通省資料より抜粋



8質問は随時チャットにて受付中

BIM図⾯審査とは

 BIM図⾯審査とは、BIMデータから書き出された図書を活⽤した建築確認における申請及び審査の⽅法をいう。
 ⼊出⼒基準に従い作成されたBIMデータから書き出された図書を活⽤することにより、図書の整合性確認を⼀部省略

するほか、審査の参考としてIFCデータを活⽤することにより、建築確認のための申請・審査を効率的に⾏うことができる。

BIM図⾯審査の定義

BIM図⾯審査の特徴

確認申請⽤CDE
BIM図⾯審査における確認申請提出物

⼊出⼒基準

特徴①
⼊出⼒基準に則り
図書を作成する

特徴①
⼊出⼒基準に則り
図書を作成する

特徴②
PDF形式の図書に加え、

IFCデータ(と申告書)を提出する

特徴②
PDF形式の図書に加え、

IFCデータ(と申告書)を提出する

特徴③
・確認申請⽤CDE上で審査する
・整合性確認を省略可能

特徴③
・確認申請⽤CDE上で審査する
・整合性確認を省略可能

BIMデータから出⼒された図書の「形
状」、「属性」⼜は「計算」に関して、図
書の記載事項の整合性が確保される
ための⼊出⼒の基準

⼀部はCAD等で作成
したPDF形式の図書

⼊出⼒基準に従って
BIMデータを作成

提出物 審査⽅法作成ルール

IFCデータ

PDF形式の図書

申告書

⼊出⼒基準に従って作成されたBIMデータから
書き出したPDF形式の図書とIFCデータ

審査の参考

審査対象
※整合性確認の⼀部
を省略

整合性確認の
省略可否の根拠

「建築確認におけるBIM図⾯審査のガイドライン（案）」、「(仮称)BIM図⾯審査 申請審査機関⽤マニュアル（素案）」を基に作成

⼊出⼒基準に従いBIM
データ作成した旨の申告書



9質問は随時チャットにて受付中

確認申請⽤CDE （Common Data Environment）とは
 確認申請⽤CDEとは、関与者全員が同⼀のデータを参照して建築確認を⾏うための共通データ環境です。
 図⾯やIFCデータの閲覧、補正指⽰等のやり取りなどの審査業務はすべてCDE上で⾏います。

確認申請⽤CDE

申請者
・IFCデータ（審査対象外）

・PDF形式の図書

・⼊出⼒基準適合申告書

指定確認検査機関
・特定⾏政庁

消防 適判機関

BIM図⾯審査はCDE上で⾏う
関与者全員が⼀つのデータを閲覧する

申請に必要なデータ

申請に必要なデータ

CDEの中にPDFとIFCを表⽰・編集
できるビューワがございます



10質問は随時チャットにて受付中

確認申請⽤CDE

プロジェクトA

プロジェクトB

サイト
管理者

プロジェクト管理者

消防

申請者 指定確認検査機関

審査機関サイト

審査機関サイト

本審査

消防指定確認検査機関申請者

確認申請⽤CDE 建築確認業務・システムの全体像
 確認申請⽤CDEでは、審査機関がサイトという審査環境を持ち、フォルダごとに関連メンバーを招待して審査を実施します。
 消防機関様は、審査機関がプロジェクト内に作成した消防同意⽤のフォルダに招待され、審査を⾏います。

招待

招待

審査機関につき⼀つ“サイト”という
⾃機関で⾃由に使える⼤きな箱を持ちます

サイトの中に、
申請単位の“プロジェクト“という

箱が作成されます

さらにプロジェクトのなかに、
”サブプロジェクト”や“フォルダ“が

作成され、図⾯やIFCデータが格納されます

申請者・消防は審査機関より
メールでCDEに招待されます。



11質問は随時チャットにて受付中

BIM図⾯審査の流れ
 BIM図⾯審査では、申請者・審査側がCDEにて図⾯やIFCデータ(3Dモデル)を閲覧して審査を⾏う。

確認申請⽤CDE

データ保管機能

確認済証
交付機能

②確認申請図書の内容の確認

建築主/設計者

建築主/設計者

電⼦申請受付システム

⑨申請書類
最終版情報

①受付情報⼊⼒

④申請図書等アップロード

⑥指摘事項確認・修正

⑧結果・確認済証受領

建築主/設計者

申請側

⑤申請書類チェック・
コメント⼊⼒

指定確認検査機関
/特定⾏政庁/消防機関

/適判機関

指定確認検査機関
/特定⾏政庁

⑦審査結果⼊⼒

審査側 電⼦受付申請と異なるポイント

•確認申請はBIMモデルから
確認申請図書とIFCデータを出⼒し、
どちらもCDEへアップロード

•審査機関はCDE上でPDF図⾯に
加え、IFCデータを確認可能
•指摘事項⼊⼒もCDE上で 完結

※資料の最終版は
受付システムで保管

審
査

申
請

結
果
通
知･

情
報
保
管

確認申請情報
受付・管理機能

書類(PDF図⾯/IFC)
アップロード機能

コミュニケーション機能
マークアップ機能
ビューイング機能

など

指定確認検査機関
/特定⾏政庁

③申請に係る情報

「建築確認におけるBIM図⾯審査のガイドライン（案）」内、「BIM図⾯審査の流れ」を基に作成
詳細は上記ガイドラインを参照ください



12質問は随時チャットにて受付中

従来審査とBIM図⾯審査の違い
 BIM図⾯審査は従来審査に⽐べ、設計ツールの制限や提出物の数は増えますが、

それにより審査の効率化・迅速化が可能となるメリットの⼤きい制度です。

いつでも・どこからでも
申請・審査

建物形状の
伝達・把握がスムーズ

審査を⼀部省略

整合性の⾼い図書を
効率的に作成

BIMのメリット

制度のメリット①

制度のメリット②

制度のメリット③

設計ツール

事前準備
（提出物）

審査環境

• ⼿書き
• 2DCAD
• BIM

①申請書
②申請図書

審査機関ごとのローカル環境

審査項⽬ • 整合確認
• 法適合確認

• BIM

①申請書
②申請図書
③⼊出⼒基準に従い

BIMデータを作成した旨の申告書
④IFCデータ

申請者・審査機関共通のオンライン環
境（確認申請⽤CDE上）

• 整合確認（⼀部を省略）
• 法適合確認

従来審査 BIM図⾯審査



13質問は随時チャットにて受付中

確認申請⽤CDEの特徴と活⽤のメリット

 CDEには、3Dビューワによるモデルの閲覧や、ファイル共有・コミュニケーションの容易さといった特徴があります。
 これにより、形状や意図の伝達が円滑になり、⼿間やコストの削減、⼿戻りの抑制といった効果が期待できます。

活⽤によるメリット

図⾯の他に、IFCデータ(BIMデータ)を閲覧できる

審査が完全に電⼦で⾏われる

CDE上でPDFを表⽰し、マークアップでの指摘や差
分チェックによる図⾯の変更点把握ができる

関与者共通の環境でファイルを共有し、その場で
コミュニケーションをとることもできる

 IFCデータにより消防機関-審査機関間で、形状の伝達がスムーズ
になる

 ⼿間・コストの削減や働き⽅改⾰に貢献する

 修正箇所を簡単に把握でき、指摘内容を簡単に共有できる

 指摘に齟齬が⽣まれにくく、また情報管理も簡単に⾏える

1

CDEの特徴#

2

3

4



14質問は随時チャットにて受付中

【特徴1】図⾯の他に、IFCデータ(BIMデータ)を閲覧でき、建物形状の伝達がスムーズになる

どんな形
何だろう︖

形状に関する質問

図⾯を読み込みに
時間を要する

審査機関消防

質問に対応する
必要がある

従来審査（2D図⾯のみ） BIM図⾯審査(3DのIFCデータを参照)

IFCデータにより申請者-審査機関間で、形状の伝達がスムーズになる

平⾯断⾯

⽴⾯

3Dモデルで断⾯・平⾯を⾃由な⾓度で
切り出して確認し、形状を理解

切り出し 切り出し

課
題

課
題



15質問は随時チャットにて受付中

【特徴2】審査が完全に電⼦で⾏われる

【送付】
 印刷・製本・郵送の⼿間とコストの削減
 郵便局等への持ち出しの際の紛失リスクの削減

【保管】
 副本化や保管場所確保の⼿間・コストの削減

 いつでも・どこからでも申請・審査が可能
（フレックスタイム制やテレワーク制度の普及促進）

電⼦審査ならではの効率化や利便性を実感いただけます。

⼿間やコストの削減 多様な働き⽅の促進

リモートで審査業務保管場所の確保印刷・正本・郵送

→全て不要



16質問は随時チャットにて受付中

【特徴3】CDE上でPDFを表⽰し、マークアップでの指摘や差分チェックによる図⾯の変更点把握ができる

指摘の箇所が
⼀⽬でわかる

指摘事項⼀覧の
作成が不要

• 同⼀環境のため、⽂字化け等が起こらない
• PDFの編集ソフトを⽤意する必要がない

• 補正内容の理解が容易
• 指摘外修正を⾒落とさない

【マークアップ機能で出来ること】
 PDFへ描画・書き込み
 書き込まれたコメントを抽出しリスト化

マークアップ機能 差分チェック機能

【差分チェック機能で出来ること】
 図⾯間の差分が強調表⽰(⾚部分)

申請者 審査機関・消防

共通

審査機関・消防

ও
জ
⑁
ॺ



17質問は随時チャットにて受付中

【特徴4】関与者共通の環境でファイルを共有し、その場でコミュニケーションをとることもできる

審査機関消防

申請者

審査機関

○○図 ○○図

××部分が
おかしいです

そんなこと
ないのに・・・

Ver
3.0

○○図

CDE

消防適判

従来審査(各⾃のローカル環境で審査・やり取り) BIM図⾯審査(確認申請⽤CDE上で審査・やり取り)

XXXX XXXX XXXX

全ての指摘がCDE上に集約

全員が⼀つの
資料を⾒るアップロード

 違う資料を⾒ることによる誤った指摘が発⽣しない 古いバージョンの資料への指摘が発⽣することがある

Ver
2.0

Ver
3.0

メリット

申請者



18質問は随時チャットにて受付中

(再掲)確認申請⽤CDEの特徴と活⽤のメリットのまとめ

活⽤によるメリット

図⾯の他に、IFCデータ(BIMデータ)を閲覧できる

審査のすべてが完全に電⼦で⾏われる

CDE上でPDFを表⽰し、マークアップでの指摘や
差分チェックによる図⾯の変更点把握ができる

関与者共通の環境でファイルを共有し、その場で
コミュニケーションをとることもできる

 IFCデータにより消防機関-審査機関間で、形状の伝達がスムーズ
になる

 ⼿間・コストの削減や働き⽅改⾰に貢献する

 修正箇所を簡単に把握でき、指摘内容を簡単に共有できる

 指摘に齟齬が⽣まれにくく、また情報管理も簡単に⾏える

1

CDEの特徴#

2

3

4

CDEにより申請・審査におけるデータ共有や⼿続きの効率化が進み、皆様の業務負担軽減と利便性向上が期待されます。
制度およびCDEの積極的なご利⽤をお願いいたします。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

制度開始に向けた各⽅⾯の準備状況
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制度開始に向けた各⽅⾯の準備状況

 2026年4⽉の制度開始に向け、各関係者による準備が着々と進んでおります。本⽇はそれらの概要をお伝えいたします。

• 制度説明会の実施
• ガイドライン(事前公表版)の公開制度

• サイト間リンク機能の開発
• サイト間リンク機能による、推奨するBIM図⾯審査フロー

仕組み

• 各関与者へのアプローチ状況
• 各関与者の利⽤意向

普及活動

• 情報発信プラットフォームの公開(WEBポータル)
• トレーニング(講習)の準備

運営準備



21質問は随時チャットにて受付中

制度開始に向けた各⽅⾯の準備状況
 2026年4⽉の制度開始に向け、各関係者による準備が着々と進んでおります。本⽇はそれらの概要をお伝えいたします。

• 制度説明会の実施
• ガイドライン(事前公表版)の公開制度

• サイト間リンク機能の開発
• サイト間リンク機能による、推奨するBIM図⾯審査フロー

仕組み

• 各関与者へのアプローチ状況
• 各関与者の利⽤意向

普及活動

• 情報発信プラットフォームの公開(WEBポータル)
• トレーニング(講習)の準備

運営準備
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12⽉ 2⽉11⽉ 1⽉ 3⽉ 4⽉

国交省・審査TFによる説明会のご共有
 今⽉には国交省HPにて、ガイドライン・マニュアル類の事前公表版が公開されました
 また、設計者・審査者それぞれに向けた講習会や動画が提供予定で、BIM図⾯審査を進める環境が整いつつあります

制度説明動画配信

★BIM図⾯審査ガイドライン(事前公表版)
★⼊出⼒基準(事前公表版)
★⼊出⼒基準適合申告書(事前公表版)
★BIM図⾯審査マニュアル(案)
★確認申請図書表現標準(事前公表版)

★初版
★初版
★初版
★初版
★初版

★制度説明会実施（東京、⼤阪）

審査者向け講習会全国７箇所で開催予定
（札幌、仙台、東京、名古
屋、⼤阪、広島、福岡）

ガイドライン
・マニュアル

など

説明会

公開済み︕

近⽇公開予定

★環境整備部会(12/10)

環境整備部会にて、来年4⽉よりBIM図⾯審
査に対応いただくことをご表明頂いた機関様を
公表予定です。
既に審査対応の意思を固められている機関様
は“12/5⽇までに“ICBAまでご連絡をお願い
いたします。
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ガイドライン・マニュアルの事前公表版が公開されました

 ガイドライン・マニュアルの事前公表版が公開されておりますので、アップデート情報についてもご確認ください。

建築：建築BIM推進会議 - 国土交通省

NEW︕
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制度開始に向けた各⽅⾯の準備状況

 2026年4⽉の制度開始に向け、各関係者による準備が着々と進んでおります。本⽇はそれらの概要をお伝えいたします。

• 制度説明会の実施
• ガイドライン(事前公表版)の公開制度

• サイト間リンク機能の開発
• サイト間リンク機能による、推奨するBIM図⾯審査フロー

仕組み

• 各関与者へのアプローチ状況
• 各関与者の利⽤意向

普及活動

• 情報発信プラットフォームの公開(WEBポータル)
• トレーニング(講習)の準備

運営準備
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サイトB

サイト間リンクファイル新規

サイトA

前提｜リンクファイル機能のアップデート

プロジェクト

フォルダ

元ファイル

サイト内リンクファイル

リンク
ファイル

リンク
ファイル

元ファイルの最新バージョンが
常に同期されるファイルを

作成できる

リンクファイル機能とはリンクファイル機能とは

元ファイルの最新バージョンが
常に同期されるファイルを

作成できる

リンクファイル機能とは
リンク

リンク

【追加開発】
サイトを跨いだ
リンクを可能に

リンク
ファイル

リンク

 元ファイルの最新バージョンが常に同期される“リンクファイル“を作成する機能について、サイト内でのみ使⽤可能とご説明して
いましたが、サイトを跨いだリンクファイルの作成も可能な追加開発を⾏っています。

これまで
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適判サイト

#0001案件PJ

確認機関サイト

今後ICBAが推奨する審査形態
 これまでご説明してきた審査形態も引き続き認められますが、業務効率を鑑み、

適判機関も⾃機関のサイトを⽤いて審査することが、ICBAの推奨するフローとなります。

#0001案件PJ

確認機関

適判PJ本審査PJ

適判機関

リンクファイル図⾯IFC

申請者

アップロード リンク作成

招待

確認機関サイト

#0001案件PJ

確認機関 適判機関

リンクファイル図⾯IFC

申請者

アップロード

招待

申請者

リンク作成

申請者

招待

【新規】確認審査や適判で実施サイトが分離【これまで】審査機関のサイト内で審査が完結

サイト内
リンク

サイト間
リンク

ICBA推奨ICBA推奨実施可能実施可能

招待などのやり取り

環境準備

機関間のやり取りや環境整備の⼿間がある 審査のための準備が最⼩化
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ここからはサイト間リンクファイルによりアップデートされた、
ICBAの推奨するBIM図⾯審査フローをご紹介します。
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ICBA想定のBIM図⾯審査、審査フローのご説明（前提）

申請受付⽅法

CDE導⼊状況

本⽇ご説明するフローの前提

全ての機関がICBA受付システムとCDEを利⽤する状態（ICBAの想定する標準フロー）におけるフローをご説明します。

確認機関 省エネ適判機関 消防

ICBA電⼦申請受付システム

確認申請⽤CDEのサイトを契約
※両部⾨でサイトを共⽤している

サイトは持たない
が確認申請⽤CDE

に対応

構造適判機関

確認申請⽤CDEの
サイトを契約

同⼀機関の別部⾨を想定

CDEとのデータの連携機能
は開発中
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ICBA推奨BIM図⾯審査フロー

 申請者は申請は各審査機関所定の申請受付⽅法に従って⾏う。
 サイトを保有する審査者は、サイト上に案件のプロジェクトを⽤意し、必要な関与者の招待を⾏う。

凡例

申請 審査準備（プロジェクト準備）

省エネ
適判
機関

申請者

確認
機関

構造適判
機関

消防

サイトオーナーは案件⽤のプロ
ジェクトやフォルダを準備する

IFCデータ事前チェック
IFCデータがCDEで正しく
表⽰されるかを確認する

申請者は、各機関へ受付
システムや郵送で申請する

審査準備（メンバー招待）
確認機関は申請者・省エネ適判・消防を、
構造適判機関は申請者をサイトに招待する

アクションの⽅向
データの移動⽅向省確 構 構造適判機関の

CDEサイト/受付Ｓ
省エネ適判機関の
受付Ｓ

確認機関の
CDEサイト/受付Ｓ

CDE 確 受付S 確

受付S 省

受付S 構

CDE 確

CDE 構

招待受領

招待受領

招待受領

CDE 確

サイト招待

招待受領

CDE 構

サイト招待

申請

申請書

申請書

申請書

招待受領・
サイト参加

招待受領・
サイト参加

招待受領・
サイト参加

招待受領・
サイト参加

PJ・フォルダ
準備

PJ・フォルダ
準備

＜イメージ＞
○○案件プロジェクト

申請者⽤フォルダ

審査者⽤フォルダ

IFCデータ
表⽰確認

IFCデータ

申請前に、作成した
IFCデータがCDEの
ビューワーで正しく表⽰
されるのかを確認する
ことを推奨
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CDE構造⽤

省エネ
適判
機関

申請者

確認
機関

構造適判
機関

CDE

受付S
申請書

CDE

受付S
申請書

受付S 申請書

CDE CDE

IFC
データ

PDF形式
の図書

ICBA推奨BIM図⾯審査フロー

 申請者は、確認検査機関のサイトに元ファイルを格納し、構造適判機関サイトへサイト間リンクファイルを作成する。

審査準備（申請図書の格納）
各機関は、受付システム等で受領した申請書をCDE上に移動する

申請図書
の格納

リンクファイル
の作成

審査準備（申請書のCDEへの移送）
申請者は、確認機関のサイトへ申請図書を格納し、

リンクファイルを作成する

確

構

確

構

申請書
の移動

申請書
の移動

申請書
の移動

確

省

確

構

凡例 アクションの⽅向
データの移動⽅向省確 構 構造適判機関の

CDEサイト/受付Ｓ
省エネ適判機関の
受付Ｓ

確認機関の
CDEサイト/受付Ｓ

確認⽤ 消防⽤ 省ｴﾈ⽤
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審査

審査

審査

審査

審査

審査

ICBA推奨BIM図⾯審査フロー

 各審査者は、CDE上で審査や申請者とのコミュニケーションを⾏う。
 申請者は、指摘を基に修正した更新版の図書を、元データが格納された確認機関サイトにて更新する。

仮受け・審査（審査・指摘）

省エネ
適判機関

申請者

確認検査
機関

構造
適判機関

消防 それぞれのサイト上で図書を確認し、
CDEのチャット機能で指摘を⾏う

仮受け・審査（指摘の反映）
各審査者はCDE上で図⾯を確認し、CDEのチャット機能などで申請者へ指摘を⾏う 申請者は、確認機関サイトの元ファイルを更新する

→リンクファイルは⾃動更新される

凡例 アクションの⽅向
データの移動⽅向省確 構 構造適判機関の

CDEサイト/受付Ｓ
省エネ適判機関の
受付Ｓ

確認機関の
CDEサイト/受付Ｓ

指摘確認 指摘確認

指摘

指摘

指摘

審査・指摘

審査・指摘

審査・指摘

指摘審査・指摘

CDE確

CDE構

確認⽤ 消防⽤ 省ｴﾈ⽤

構造⽤

申請図書
の更新

IFC
データ

PDF形式
の図書

リンクしているファイルは、元ファイルを
更新すれば⾃動で反映される

CDE 確

CDE 構
構造⽤

確認⽤ 消防⽤ 省ｴﾈ⽤
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CDE

受付S

受付S

CDE

構

構

図書類
の移動

図書類
の移動

確

省
省エネ
適判
機関

申請者

確認
機関

構造適判
機関

ICBA推奨BIM図⾯審査フロー

 CDEには帳票の発⾏機能はないため、受付システムにて判定証などの作成・送付を⾏う。

済み証発⾏(適判︓判定図⾯の受付システムへの移送)

申請書 PDF形式の図書

受付システムへ、CDE上で確認した申請書と図書を戻す
済み証発⾏(適判︓判定証の発⾏)

申請書

PDF形式の図書

判定証を受付システムなどから申請者へ送付する

判定通知証

構

判定通知証

省

受付S

受付S

判定通知証
の発⾏

判定通知証
の発⾏

判定通知証
受け取り

構

省

凡例 アクションの⽅向
データの移動⽅向省確 構 構造適判機関の

CDEサイト/受付Ｓ
省エネ適判機関の
受付Ｓ

確認機関の
CDEサイト/受付Ｓ
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ICBA推奨BIM図⾯審査フロー

 申請者は、適判の判定証をCDE上で確認機関へ共有する。
 確認機関は、必要書類が全てCDE上に揃ったら、それらを受付システムへ戻して確認済み証を発⾏する。

済み証発⾏（確認︓確認済み証の発⾏）
 申請者は、確認機関のサイトへ適判の判定証を格納することで確認機関に共有する。
 確認機関は、判定証を確認し関連書類を受付システムへ戻したうえで、確認済み証を送付する

省エネ
適判
機関

申請者

確認
機関

構造適判
機関

CDE

判定通知証
の格納

CDE

受付S

判定通知証
構

判定通知証
省

受付S

確認済み証
の発⾏

確認済み証
の受理

確 CDE

判定証の
確認

確 確

確 確

済み証

確

凡例 アクションの⽅向
データの移動⽅向省確 構 構造適判機関の

CDEサイト/受付Ｓ
省エネ適判機関の
受付Ｓ

確認機関の
CDEサイト/受付Ｓ

図書の移送

申請書 PDF形式
の図書

構
判定通知証

省
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制度開始に向けた各⽅⾯の準備状況

 2026年4⽉の制度開始に向け、各関係者による準備が着々と進んでおります。本⽇はそれらの概要をお伝えいたします。

• 制度説明会の実施
• ガイドライン(事前公表版)の公開制度

• サイト間リンク機能の開発
• サイト間リンク機能による、推奨するBIM図⾯審査フロー

仕組み

• 各関与者へのアプローチ状況
• 各関与者の利⽤意向

普及活動

• 情報発信プラットフォームの公開(WEBポータル)
• トレーニング(講習)の準備

運営準備



35質問は随時チャットにて受付中

普及活動｜制度普及の全体像

 ICBAは審査機関・申請者の双⽅への制度普及に向けた働きかけを⾏ってきており、制度開始後も含め継続してまいります。

• [~12⽉] ⽇本建築⼠連合会での講演（全国12か所）
• [~3⽉] BIMベンダー主催講演への登壇（計17回）
• [〜3⽉] ⼤⼿申請者への制度活⽤の依頼訪問

申請者向け
ICBA

審査TF ICBA

国交省 ICBA

• [10⽉] 全国の消防向け説明会の実施
• [10⽉] 消防⻑会議での制度周知
• [今後] 総務省消防庁を通じた情報発信

消防向け
国交省 ICBA

ICBA

ICBA

• [~3⽉] BIM図⾯審査対応依頼の訪問
• [~3⽉] 全国での講習会審査者向け

国交省

ICBA

ここに上げ切れないほど、国交省・審査TF・ICBAなどは制度の普及に向けたアプローチに⼒を⼊れています

• [10⽉] ⽇経クロステックネクストへの基調講演
• [1⽉] ⽇刊建設通信新聞への記事掲載全体向け

国交省

国交省 ICBA

国交省
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普及活動｜各関与者の制度対応意向
 前回説明会の受講者アンケートからも、申請者の制度利⽤意向が⾼いことが分かっています。また消防向けに実施した受講者アンケートにおいて

も、多くの消防機関から好意的な反応をいただいており、審査機関様にも引き続きアプローチを続けてまいります。

申請者・消防機関の対応意向は⾼まってきており、審査機関への働き掛けもますます強めて参りますので、
関与者全体で4⽉の制度開始に向け準備を進められると考えています

データ数=234(⼈)

ぜひ利⽤したい

どちらかといえば
利⽤したい

どちらともいえない
17%

4%

38%

どちらかといえば
利⽤したくない

48%

利⽤意向度＝65%
ぜひ利⽤したい

どちらかといえば
利⽤したい

どちらともいえない

どちらかといえば
利⽤したくない

利⽤したくない

8%

40% 40%

11%
1%

データ数=53(⼈)

ゼネコン・設計事務所における
BIM図⾯審査の利⽤意向(8⽉時点)

指定確認検査機関における
BIM図⾯審査の利⽤意向(8⽉時点)

利⽤意向度＝48%

消防機関における
BIM図⾯審査の対応意向(10⽉時点)

21%

45%

33%

1% ぜひ利⽤したい

どちらかといえば
利⽤したい

どちらともいえない

どちらかといえば
利⽤したくない

対応意向度＝66%

データ数=194(⼈)



37質問は随時チャットにて受付中

普及活動｜審査機関の審査対応状況

既にいくつかの指定確認検査機関様から、
BIM図⾯審査のご対応(CDEのご契約)に

前向きなご回答をいただいております。

その他の審査機関様も、対応のご検討を
お願い申し上げます。



38質問は随時チャットにて受付中

制度開始に向けた各⽅⾯の準備状況

 2026年4⽉の制度開始に向け、各関係者による準備が着々と進んでおります。本⽇はそれらの概要をお伝えいたします。

• 制度説明会の実施
• ガイドライン(事前公表版)の公開制度

• サイト間リンク機能の開発
• サイト間リンク機能による、推奨するBIM図⾯審査フロー

仕組み

• 各関与者へのアプローチ状況
• 各関与者の利⽤意向

普及活動

• 情報発信プラットフォームの公開(WEBポータル)
• トレーニング(講習)の準備

運営準備



39質問は随時チャットにて受付中

運営準備｜ICBAのWEBポータルの公開

 ICBAの運営するWEBポータルを12/1に公開いたします。（ICBAのHPからご確認ください。）
 CDEに関する情報を総合して掲載してまいりますので、ブックマークして継続的にご確認ください。

※BIM図⾯審査・データ審査制度の情報、CDEのアップデート情報、BIMツールの情報、BIM図⾯審査対応審査機関など

申請先を⾒つけられるよう、対応機関様の
申請者がBIM図⾯審査の

申請先を⾒つけられるよう、対応機関様の
皆様を掲載させていただく予定です。

順次内容を充実していきます



40質問は随時チャットにて受付中

運営準備｜ユーザートレーニングの実施

トレーニングとは

2026年１〜３⽉までの間、オンラインのリアルタイム講習会の形式で、
確認申請⽤CDEを⽤いたBIM図⾯審査の実施⽅法・操作や、サイト管理の⽅法をご説明いたします。
ハンズオン形式で実際にCDEを触りながら学んでいただけるような内容も想定しておりますので、
CDEの操作やCDEを使⽤した審査業務を効率的に習得可能です。

対象 内容 応募⽅法＃
⼀つ以上のサイト契約を
表明頂いた審査機関様

消防機関様

• 審査全体におけるCDEの操作⽅法
• サイト管理における操作⽅法

• 消防同意におけるCDEの操作⽅法

1

2
総務省消防庁からの発信
およびWEBポータルにて

ご案内いたします

契約の意思表⽰をいただいた
のち、直接ご案内いたします

• 指定確認検査機関
• 特定⾏政庁
• 適判専業機関



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ご提供サービスの内容・料⾦



42質問は随時チャットにて受付中

ICBA確認申請⽤CDEサービスの総称は「ArchSync（アークシンク）」です。

ArchSyncは、建築・制度・データをつなぐ架け橋として、BIM図⾯審査はもちろん、
従来の確認申請、検査、設計・施⼯・維持管理など

幅広い⽤途でご利⽤いただけるCDEです。

正式サービス名称の決定

※商標登録出願中



43質問は随時チャットにて受付中

PJCDE料⾦プラン
※確認申請⽤CDE料⾦での

その他⽤途への利⽤も可

確認申請⽤CDE
料⾦プラン

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」の提供サービス全体像

利⽤料⾦体系と⽤途ご提供サービス

BIM

図
⾯
審
査
द
भ
利
⽤

その他⽬的での利⽤
(BIM図⾯審査以外の建物の検査業務、

設計・施⼯・維持管理、など)

申請前における
IFCデータの事前確認

審査対応

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン

総称︓アークシンク
無料



44質問は随時チャットにて受付中

確認申請⽤CDE
料⾦プラン

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」の提供サービス全体像

審査対応

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン



45質問は随時チャットにて受付中

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」の提供サービス全体像

• 8⽉説明会では審査機関様向けの料⾦モデル案を公開させていただき、
皆様からのご意⾒を頂戴いたしました。

• その後、審査機関様/国交省様と協議の上、ICBAが安定的にBIM図⾯審
査・データ審査制度の基盤となるCDEをご提供し続けられることと、
審査機関様にとってご利⽤しやすく制度普及の⾜かせとならないことを
⼤前提に、料⾦モデルを再検討の上正式に決定いたしました。

審査対応

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン
確認申請⽤CDE

料⾦プラン



46質問は随時チャットにて受付中

料⾦モデルの全体像

データストレージ契約量に応じて料⾦を決定料⾦の考え⽅

以降1GB
あたり 28,000円/年（税抜き）

最初の
5GB

250,000円/年（税抜き）(事務⼿数料・サポート費⽤など含む)

価格

• 従来審査・BIM図⾯審査・BIMデータ審査の申請・審査環境
として利⽤いただくため

• その他、幅広い業務にて活⽤可能なCDE環境として利⽤いた
だくため
※登録アカウント数は無制限

提供⽬的
2026年〜2028年までの

BIM図⾯審査期間における
料⾦体系であり、

BIMデータ審査が開始される
2029年度に⾒直しを

予定しています。

2026年〜2028年までの
BIM図⾯審査期間における

料⾦体系であり、
BIMデータ審査が開始される

2029年度に⾒直しを
予定しています。

※ICBAのHP 詳細:https://www.icba.or.jp/zzfilebox/riyouryou251107.pdf

審査対応

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン
確認申請⽤CDE

料⾦プラン

※特定⾏政庁は10GB・2026年度無料



47質問は随時チャットにて受付中

ストレージの契約単位

増枠の単位データストレージ契約量
（ストレージ利⽤⾒込み量）

100GBずつ増枠500GB超

50GBずつ増枠500GBまで

5GBずつ増枠100GBまで

※期中変更可能
※変更⽇の属する⽉から変更後の料⾦が適⽤

審査対応

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン
確認申請⽤CDE

料⾦プラン



48質問は随時チャットにて受付中

補⾜｜複数サイトの契約について

 単⼀の法⼈内において複数のサイトのご契約が可能です。
なお、サイトごとに料⾦が発⽣いたします。

1つのサイトを各部⾨が共有 部⾨ごとに複数サイトを所有

○○機関サイト

確認部⾨⽤
プロジェクト

構造適判部⾨⽤
プロジェクト

省エネ適判部⾨⽤
プロジェクト

確認部⾨⽤
サイト

構造適判部⾨⽤
サイト

省エネ適判部⾨⽤
サイト

25万円〜 25万円〜 25万円〜

ご契約形態の例

パターン1 パターン2

 部⾨ごとの会計を完全に別々に⾏うことが可能 サポート費⽤などを含む5GB＝25万円の部分が、
⼀度しかかからないので割安に使える

25万円〜



49質問は随時チャットにて受付中

PJCDE料⾦プラン
※確認申請⽤CDE料⾦での

その他⽤途への利⽤も可

確認申請⽤CDE
料⾦プラン

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」の提供サービス全体像

利⽤料⾦体系と⽤途ご提供サービス

BIM

図
⾯
審
査
द
भ
利
⽤

その他⽬的での利⽤
(BIM図⾯審査以外の建物の検査業務、

設計・施⼯・維持管理、など)

申請前における
IFCデータの事前確認

審査対応

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン

総称︓アークシンク
無料



50質問は随時チャットにて受付中

無料

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」の提供サービス全体像

申請前における
IFCデータの事前確認

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン



51質問は随時チャットにて受付中

無料

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」の提供サービス全体像

申請前における
IFCデータの事前確認

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン

提供⽬的
BIM図⾯審査申請前において、
IFCデータがCDEのビューワーで

正しく表⽰されるかを検証いただくため

提供内容 IFCチェック⽤サイトへのアクセス
(ファイルは定期的に削除)

料⾦ 無料

提供開始
時期 2026年3⽉中旬〜4⽉頃

詳細なご利⽤⽅法などは、
ICBAのHPおよびWEBポータル
にてご案内差し上げます。



52質問は随時チャットにて受付中

PJCDE料⾦プラン
※確認申請⽤CDE料⾦での

その他⽤途への利⽤も可

確認申請⽤CDE
料⾦プラン

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」の提供サービス全体像

利⽤料⾦体系と⽤途ご提供サービス

BIM

図
⾯
審
査
द
भ
利
⽤

その他⽬的での利⽤
(BIM図⾯審査以外の建物の検査業務、

設計・施⼯・維持管理、など)

申請前における
IFCデータの事前確認

審査対応

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン

総称︓アークシンク
無料



53質問は随時チャットにて受付中

PJCDE料⾦プラン
※確認申請⽤CDE料⾦での

その他⽤途への利⽤も可

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」の提供サービス全体像

その他⽬的での利⽤
(BIM図⾯審査以外の建物の検査業務、

設計・施⼯・維持管理、など)

利⽤⽬的 適⽤料⾦プラン

設計や施⼯・維持管理におけるArchSyncの利⽤をご検討中の⽅は、
プロジェクトCDE料⾦の詳細発表をお待ちいただければ幸いです



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

制度開始に向けた今後のお願い事項



55質問は随時チャットにて受付中

ICBA確認申請⽤CDE 「ArchSync」 の利⽤環境・利⽤条件

OS ︓Microsoft Windows11 Ver21H2 Ver22H2 Ver23H2 
PCスペック ︓Windows11の推奨要件
Webブラウザ ︓Google Chrome Ver120、 Microsoft Edge Ver120
通信 ︓インターネット環境（LG-WANだけでは利⽤不可）

推奨
利⽤環境

 ArchSyncを利⽤する際は、対象のOSおよびWebブラウザを使⽤し、インターネットに接続できる環境をご⽤意いただく必要があります。
 また、個⼈単位でのメールアドレスでの利⽤が推奨されます。
 消防同意事務における確認申請⽤CDEの利⽤につきましては、消防機関様は「無料」でお使いいただけます。

アカウント作成にメールアドレスが必要
→組織の共有アドレスでのアカウント作成は禁⽌いたしませんが、⼀つのアカウントで複数端末への同時
ログインができないため、個⼈単位のアドレスのご利⽤を推奨いたします。

利⽤条件

⾃社の設備をご確認いただき、必要に応じてご準備をいただけますようお願い申し上げます。



56質問は随時チャットにて受付中

制度開始までの進め⽅｜ご契約いただく機関様(指定確認検査機関・特定⾏政庁・適判専業機関)

業務でのCDEの使い⽅・運⽤⽅法に
関するご相談にもお答えいたします。

遠慮なくご相談ください。

1⽉頃、WEBポータルにて
CDE操作⼿順書を公開します。
CDEを利⽤した業務の確⽴に

お役⽴てください。

随時

1⽉予定

参考

4⽉よりBIM図⾯審査の対応をお願いいたします

正式な契約締結は2⽉からとなりますが、
年内めどにご契約の意思表⽰をいただければ幸いです。

ご契約の内諾

ICBA主催のCDE操作のトレーニング(講習)は、
ご契約の内諾後、直接ご案内いたします。

2⽉より正式な契約締結を⾏います

CDE環境(機関専⽤のサイト)をご提供いたしますので、
審査実施のご準備をお願いします

2⽉よりトレーニング(講習)
を開催します。

トレーニング申込

トレーニング受講 正式契約対応開始

審査環境の準備

BIM図⾯審査開始

契約に向けたご相談・お⾒積りのご依頼を、
下記問い合わせ窓⼝にて受け付けております

https://www2.icba.or.jp/contact/index.php

ご相談・⾒積依頼

1⽉

2⽉以降
随時

3⽉以降
随時

4⽉以降
随時

この後すぐ
・随時

制度開始までの進め⽅



57質問は随時チャットにて受付中

制度開始までの動き⽅｜消防機関様

1⽉頃、WEBポータルにて
CDE操作⼿順書を公開します。
CDEを利⽤した業務の確⽴に

お役⽴てください。

1⽉予定

参考制度開始までの進め⽅

4⽉よりBIM図⾯審査の対応をお願いいたします

ICBA主催のCDE操作のトレーニング(講習)は、
総務省消防庁を通じておよびWEBポータルにてお伝いたします

2⽉よりトレーニング(講習)を開催します。

トレーニング申込

トレーニング受講

BIM図⾯審査開始

対応いただく機関様をWEBポータルへ掲載いたしますので、
トレーニング受講後、対応可否の確認へご回答ください。

BIM図⾯審査の消防同意対応の表明

1⽉

2⽉以降
随時

4⽉以降
随時

消防機関様も、サイトを有料契約いただくことが可能なので、ご希望の機関様は下記までお問い合わせ下さい。
https://www2.icba.or.jp/contact/index.php

※サイトを保有することで、⾃機関のサイト内で対応消防同意案件を⼀覧確認する運⽤が可能です。



58質問は随時チャットにて受付中

制度開始までの動き⽅｜申請者様

参考

2⽉より利⽤申込開始予定。ＷＥＢポータルサイトをご確認ください。

申請前における
IFCデータの事前確認環境の利⽤申込

BIM図⾯審査の提出には⼊出⼒基準に沿った設計が必要です。
設計開始前の案件から、申請対象の選定をお願い申し上げます。

申請対象物件の選定

2⽉以降
随時

この後すぐ
・随時

制度開始までの進め⽅

IFCチェック環境の提供開始も
3⽉中旬または4⽉頃となる⾒込み

です

4⽉よりBIM図⾯審査の
申請をお願いいたします

BIM図⾯審査開始IFCチェック環境提供4⽉以降
随時

1⽉頃、WEBポータルにて
マニュアル類を公開します。

CDEを利⽤した業務の確⽴に
お役⽴てください。

1⽉予定



59質問は随時チャットにて受付中

最後に

本⽇はご参加くださりありがとうございました。
ZOOMから退室後に⾃動でアンケートフォームが⽴ち上がります。
ご協⼒を何卒お願い申し上げます。

資料・FAQ
資料︓本⽇の説明会終了後、以下よりDLいただけます。
https://www.icba.or.jp/zzfilebox/2025_04cde-shiryou.pdf
資料・FAQ共、後⽇ICBAのHP等でも公開いたします。

本説明会のアンケート
（みなさま）

以下URLまたはQRコードからも回答が可能です。
https://s.zoom.us/m/bPlPciJZZ

お⾒積りご依頼
（審査機関様）

お問い合わせください。
https://www2.icba.or.jp/contact/index.php


